
 

 

 

 

＞Introduction                                                                                      

・慢性腎臓病（CKD）は高齢猫で診断される最も一般的な腎疾患である。 

・腎動脈抵抗指数（RRI）は、腎機能の低下とともに高値になるとされ、ヒトでは CKD や急性腎不全、腎動

脈狭窄、糸球体硬化症の検査指標、腎移植後の機能評価などに用いられている。 

・RRIと CKD評価パラメーターとの相関を評価した報告は少ない。 

【目的①】RRIと CKDにおける各種評価パラメーターとの関係を調べること 

【目的②】猫の CKDの予備診断ツールとして RRIを使用できるか評価すること 

＞Materials and methods                                                                           

・ポルトガルの獣医療施設に来院した CKD罹患猫 18頭（実験群）および避妊去勢手術実施猫６頭（対照群） 

・カラードップラー超音波を用いて、左右腎動脈（腎区域動脈）における RRIを測定 

	 	  RRI=（収縮期最高血流速度－拡張末期血流速度流）/収縮期最高血流速度 

・実験群における RRIと性別や年齢、体重、BUN、CREなどの CKD評価パラメーターとの相関を評価 

・ROC解析により CKDを診断可能なカットオフ値を算出 

＞Results                                                                                          

・実験群における RRIは対照群よりも優位に高い（p＜0.01）［Table3］ 

・実験群において RRIと体重との間に負の相関が認められた［Table 4］ 

・左右の腎臓における RRIの間に強い正の相関が認められた 

・CKDの予備診断としての RRIのカットオフ値 0.639 

＞Discussion                                                                                        

○実験群の RRIは対照群より優位に高かった。 

・CKD 症例において RRI が優位に高値となる点は過去の報告と一致しており、CKD における尿細管間や腎

血管の変化による血管抵抗の上昇や血管コンプライアンスの低下などが反映されていると考えられる。 

○実験群の RRIと体重との間に負の相関がある。 

・悪液質や脱水などの臨床症状との関連が考えられ、臨床症状の重症度との相関がある可能性が考えられる。  

○既報と異なり、RRIとクレアチニン濃度との間に相関が認められなかった。 

・右腎における RRI 上昇とともにクレアチニン濃度が上昇する傾向があり、症例数が大きくなれば有意差が

出る可能性が考えられる。 

＞Review                                                                                          

・CKD診断の指標としての RRIは有用だと考えられるが、本研究結果においては補助的な指標にとどまる。 

・症例規模を大きくし、クレアチニン濃度との関連性を評価すべき。 

・健常猫を含む RRI上昇初期のデータや治療中の評価、予後判定の指標として研究を期待したい。 
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